
      

２
０
２
３
年
12
月
に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
労
働
者
の
実

質
賃
金
は
前
年
同
月
比
で
１
・
９
％
減
、
21
ヵ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
、

こ
の
30
年
間
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

労
働
組
合
の
中
央
組
織
・
連
合
は
今
春
闘
の
第
三
次
集
約(

４

月
４
日)

で
、
定
期
昇
給
を
含
む
正
社
員
の
賃
上
げ
率
は
５
・

24
％
に
な
っ
た
と
公
表
し
、
新
聞
各
紙
は
「
１
９
９
１
年(

５
・

66
％)

以
来
、
33
年
ぶ
り
の
高
水
準
」
と
報
道
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
主
要
製
造
業
の
産
業
別
組
織
で
作
る
金
属
労
協
の
集

計
で
は
、
組
合
員
３
０
０
人
未
満
の
中
小
労
組
の
平
均
賃
上
げ
は

８
０
１
９
円
、
１
千
人
以
上
の
大
手
労
組
は
１
万
２
３
８
９
円
で

そ
の
差
は
４
３
７
０
円
、
昨
年
と
の
比
較
で
２
倍
以
上
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
労
働
者
の
約
４
割
を
占
め
る
非
正
規
労

働
者
の
賃
上
げ
は
春
闘
の
「
圏
外
」
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
す
。 

連
合
の
芳
野
会
長
は
「
政
労
使
が
同
じ
方
向
に
向
い
て
い
る
こ

と
を
確
認
で
き
た
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
３
年
に
政
府 

      

が
経
済
界
に
賃
金
の
引
き
上
げ
を
要
請
し
た
こ
と
か
ら
「
官
製
春

闘
」
と
言
わ
れ
て
11
年
、
闘
い
の
主
体
で
あ
る
労
働
者
の
姿
が
見

え
ま
せ
ん
。 

増
税
や
社
会
保
障
負
担
の
増
額
、
生
活
必
需
品
の
値
上
げ
、
長

時
間
・
不
払
い
労
働
の
合
法
化
や
金
さ
え
出
せ
ば
解
雇
を
自
由
に

で
き
る
金
銭
解
決
制
度
な
ど
労
働
契
約
法
の
改
悪
で
資
本
は
賃
上

げ
し
た
分
を
必
ず
取
り
返
そ
う
と
し
ま
す
。 

春
闘
は
賃
金
闘
争
で
あ
り
闘
い
取
る
も
の
と
い
う
原
点
に
返
り
、

職
場
・
生
活
の
メ
モ
を
も
と
に
し
た
討
論
か
ら
一
人
ひ
と
り
の
譲

れ
な
い
要
求
を
明
ら
か
に
資
本
と
の
闘
い
を
常
に
準
備
し
ま
し
ょ

う
。 労

働
者
は
資
本
と
の
闘
い
、
階
級
対
立
の
中
で
労
働
者
階
級
と

し
て
自
覚
し
成
長
し
て
い
く
の
で
す
。 

  


